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『

フ.
1

フ
ン
ス
革
命
の

'

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
封
建
制
打
破
の
‘

た
め
戦
わ
れ

.

:

た
。
農
民
は
こ
：の
戦
：い
ぃ
で
主.
導
的
な
役
割
を
籐
じ
た
。
': 

何
が
原
因
ヤ
農
民
は
革
喻
：に
'ま
で
考
？
：た
；の
か
。
そ 

の
こ
^
む
究
明
め
* ,
め
に
7

..
5
:ン(
ス
紙
将
史
.が
研
究 

さ
れ
ズ
來
た
0
现
に
農
民
の
問
題
は
重
要
な
課
題
と
. '. 

し
て
多
く
の
研
究
者
を
集
め
.て
い
る
9

故

命
の
裒
囡 

に
つ
'いV

.

は

贫

■

に

帰

す

者

と

繁

栄

が

：ら

'説
明
^ :
る 

者.
に

大

別

で

：き̂

0:
令
ま(

で
に
ど.
ん.
な
形.
で

福

論

；が. 

展
開
さ
れ
て
来
た
：か
0.,
,
.本

書

は

.

.
；
そ

 
'の.「

経.
過.
の
大
要.
を. 

湖
学
清
に
示
す
ベ
ぐ.
編
集
さ
れ
た
も
の
で
ぁ
る
。一
こ 

のM

的
を
達
す
る
た
.め
本
書
で
は
十
一
人
の
論
者
の. 

論
述
が
ら
：0
抜
萃
を
二
：読
さ
せ
る
と
：い.
ぅ
.手
法
^ .
^

：'. 

ら
れ
て.
い
る
。
抜
萃
は
要
を
得
て
お
り
、
：#SC

家
に
.：
 

.
も

便

利

な

書

物

で

あ

る

。
，序

文

で

は

.偏

者

自

身

が

議 

論
の
帰
趨
を
概
観
し
て.
い
る
;.
°

、

.

冒
頭
に
ミ
シ
ユ
レ

I

か
ら
の
拔
萃
令
掲
げ
る
。
皮 

は
革
命
で
贫
困
.が
解
消
し
た
と

し
、
.革
命
を
讃
美
し 

た
。
彼
は
革
命
前
の
農
民
を
木
幸
な
存
在
と.
み
た
。 

続
い
て
は
ト
ウ.
丨
ク
グ
イ
ル
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
点
に

#
>>-
て
：、、、；>
r
レ
:;
'
;
.
^
対

服

的

で

f:
-v

^

,;
.:
注

張

:0
^

。
：

_

は

革

命

で

そ

れ

が

妨

害

さ

；れ

食

七

し
 

/.
'

.
■
:
つ
テ

.丨
：

3

;は

革

命

で

.農

民

が

 
一一

：
® :
の

木

幸

ぬ

陥

つ
 

た

■と
し

.

.た

.0

彼

ば

パ

”
 

.
n
'

ン

ミ

'
H

 

I
 V

の

.惨

状

を

. 

み

て

革

命

は

い

か

な

る

.場

合

に

も

同

じ

ょ

5 .
な

下

幸
 

な

報

態

を

結

來

す

る

と

考

え

た

の

で

あ

る

。

マ
ル
ク 

:
ス

史

家

：
は

.

.
軍

命

を

：
.
第

1
1

一

方

分

分

の

歷

嚴

の

結

果

；堤と
：
み

..

た

。

ジ

ョ

レ

ス

と

マ

テ

ィ

エ

が

そ

れ

で

あ

る

。

ジ
ョ 

レ

ス

か

ら

の

抜

萃

は

な

い

。

今

-1
»
:

紀

に

は

い

つ

て

実
 

，証

的

研

究

が

進

ん

：だ

0:
農

民

©
.状

態

^
久

い

で

V

 
I
 

は

ジ

ョ

レ

ス

と

テ

I

K
の

中

間

的

立

場

を

.と
る

が

、

.'

シ

a

- r
ス

に

，近

く

、

ラ

ブ

.
ル

.

I
ス

' は

.ミ

.

.シ

_ユ
.
レ

ー

と

.

. 

.

.シ
ョ

レ

.
ス

の

中

間

を

行

く

が

、

ミ

シ

H
.

レ

I

に

&

か

' 

' 

?
た

：
0
 

'ル
ブ
：

H

へ

ー

ブ

ル

V

ま

^

農

杖

の

.繁

栄

^

認

が

' 

る

。

ほ

か

に

四

，人

の

論

者

か

ら

の

抜

萃

を

掲

ぐ

。

•:.

今
日
一
，
般

に

革

命

の

原

因

.

は

農

村

：の
"

繁

栄.

と
G

 

こ

と

で

説

叨

さ
れ

て

い

る

。

し
か
し
経
済
的
な
も

の
 

.の

ネ

に

帰

し
イ

い
い

の
；
か\°
,
問
題
一
は
複
雑
な
：原
因
の 

な

か

で

経麻

的

要

囱

に

対L
ど

れ

ほ
：ど
- 0

意

_

を

持： 

た
せ.

.

.

.る
か
，
で

.

あ.
.
.ろ.

ぅ

。
.
.

編

者

自

身f t
'
.

経

资

的.

な

も.

の
：
.
.
： 

に
す
ベ
て
を

•

賭
け
て
い
る
が
。

.

R
a
l
p
h

 

s
.

 

G
r
e
e
r
d
a
w

 
(
E
d
o
.

 

T
h
e

 

H
o
o
p
?
 

m
l
c
o
r
i
g
i
n
s
.

 o
f

 t
h
e

 
F
r
e
n
c
h

 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
.

 

P
o
v
e
r
t
y

 o
r

 

P
r
o
s
p
e
r
i
t
y

 \ 
(
B
o
s
t
o
n
: 

b
. 

0
.

 

H
e
a
t
h

 a
n
d

 

c
o
m
p
a
n
y
.
.

 

1
9
5
0 0
. p

p. x
v
i
+
9
5
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'

，•
へ

.，

、

丨

渡

：
辺

國

廣

I

へ
：

.日

高

六

舊

.

,

:

;『

現
^

、イ

ボ

ォ

ロ

；

：

ギ
i

』

::
;

.
こ

v

の

書

は

：、

戦

後

最

近

に

：至

る

★

で

に

雑

誌

そ

の
 

他

}2
-
:書

か

れ

：た

氏

の

論

文

、

評

論

の

中

か

ら

、

「

ぃ 

V .
ベ

: ^
が

〕

で

^

瘦

着

を

感

ぶ

て

い

f

の

」

:四

〇

編

を
 

選

ん

で

ま

と

め

た

も

の

で

あ

る

。

I

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー 

と

社

会

、

E

個

人

と

社

会

、

.

M

大

衆

社

会

、

W

学

問
 

,,
と

思

：想

に

お

げ

；る

多

様

眭

、

丫

戦

後

思

想

、

^1
1{
|
:代

、 

.
W
戦

争

体

験

、

1 1
知

識

階

級

を

そ

：の

周

辺

、

J X
組

織
 

と

迤

動

、

と

い

う

大

ざ

っ

ぱ

な

内

容

分

類

か

ら

も

知
 

れ

る

よ

う

に

、

こ

れ

は

氏

の

社

会

学

の

体

系

を

教

科
 

書

風

に

ま

と

め

.た
も

の

で

は

な

く

て

、

安

保

反

対

運
 

.
動

^

.い
；た

る

.ま

'で

の

な

；ま

な

^ :
し

い

(

実

践

活

動

の

中
 

'
か

.

.ら

.生
ま

れ

た

、
養

0

思

想

創

造

、

ヾ

新

し

い

民

主
 

主

：義

運

動

の

質

の

探

究

の

成

泉

と

.い

え

よ

う

。

そ

の
 

意

味

で

、

単

に

戦

後

の

社

会

学

の

発

展

を

示

ず

と

い
 

う

だ

け

で

な

く

、

こ

れ

自

称

血

の

通

っ

た

貴

重

な

戦
 

:
後

思

想

の

資

；科

で

あ

る

0 

: 

V

:ゝ

：

.

'

氏

は

、

マ

ル

ク

.
ス

主

義

4

e >
出

発

し

て

ジ

ム

メ
 

ル
、

.

T

ル

グ

ソ

ン

，、

.
フ

ロ

イ

ト

な

ど

を

遍

歴

し

、

凡
 

俗

な

.
マ
；ル

ク

ス

主

義

者

に

よ

.っ
て

：無

視

さ

れ

，が

ち

な
 

人

間

.の

こ

ま

や

か

：な

意

識

や

心

理

の

ひ

だ

、

存

在

と
 

意

識

.と
の

'
.間

に

あ

.

.る

.大

き

.な

.き

L

■み
.、

ず

れ

、

ラ

ら 

ぎ

り

な

ど

を

、

V

独

#

な

鋭

い

眼

を

も

っ

て

み

つ

め

て
 

き

た

0 

マ
ル
，ク
ス
'
在

義

と

提

携

を

は

か

る

氏

の

中

心

テ
ー
マ
は
、
当
然.
に
社
会
学
と
唯
物
史
観
の
接
合
と 

い
ぅ
こ
と
'にな
り
、

フ
ロ 
>
.
ト
や
社
会
心
理
学
的 

方
法
や
実
存
主
義
な
ど
を
、■
マ
..ル
ク
え
主
義
者
が
ど 

:

ん
ら
ん
に
そ
の
体
系
の
中
に
と
か
し
こ
み
、

一
一0
1!
!
: 

紀
後
半
に
ふ
さ
わ
し
い
創
造
的
な
マ
，ル
：ク
ス
主
義
を 

生
み
出
す
こ
と
を.
■期
待
し
て
や
ま
な.
い
°
か
く
し
て 

こ
の.
書
に
収
め
ら
れ
た.
ィ
デ
ォ
：ロ'ギ—

論
や
大
衆
社 

会
論.
の
さ
ま
ざ
ま
た
成
果
、は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
が
摂 

取
す
ベ
き
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
，' そ
の
動
脈
硬
化

’
 

へ
の
痛
烈
な
批
判
で
も
あ
る
。

现
代
社
会
が
新
し
い
局
面
を
生
，み
出
，す

に

つ

れ 

て
、
大
衆
社
会
諭
、、
機
械
論
、
小
集
団
論
、

マ
ス
，

. 

n

ミ
ュ
ニ
ヶ
ィ
シ

-

ゾ
論
’

余
暇
へ
論
^

倉
僚
制
な
：
. 

ど
、
社
会
学
は
に
.わ
か
に
そ
の
対
#

領

域

，
を

拡

げ

、
，
： 

现
代
を
語
る
た
め
に
は
社
•会
学
は
不
可
欠
の
も
の
と 

な
っ
た
。
現
代
の

.
ィ
'デ

ォ
.ロ

ギ
I
,の

創

造

：
の
.た
.め
^
 

は
、

こ
の#

は
極
め
て
ゆ
た
か
^

ま
#
を
提
双
し
' て 

く
れ
る
だ
ろ
ぅ
。：

独
占
資
本
主
.義
論
や
現
代
資
本
主 

義
論
な
.ど
、
下
部
構
.造
の
研
究
書
と
併
読
す
ゐ
と
'ょ 

ぃ一。(

勁
取
書
房
：.
.
.
a:
5
 

. 

:
./
|
.八
八
實
'

八
五
0

印
ソ

—

申

井
：
:'

'

厚—

.

.

.

.

*
*

A.
 

A 

* バ 

|:
リ

著..

:
関
ロ
操
'.
.
,丸
置

美

：
.
，
共

訳

：：
：

'

『

財

：産

な

#;
*:
配

』

.:

.:

.V

ア
ド
ル
フ

•

バ
ー
リ
吟
す
で
に

.

『

此
^ '.

株
式
会
社

と

私

有

財

産

』

'
:

(

ミ

ー

ン

ズ

共

著

、

一
九
三

'-
;
-年

)

.
.' 

:

『

ー

-十

1!
1-
紀

資

：沐

主

義

革

命

』
(

一

九

：五

四

年

：

K

な

：
 

ど

に

よ

り

、

現

代

.の

ィ

.デ

オ

P

ギ

.

.
丨

.に

少

な

か

：

■ら

ぬ

. 

影

響

力

を

も

つ

r

新

資

本

主

義

,-
論

’の

代

表

的

論

者

.
：
 

の

一

人

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

。

そ

れ

ら

に

展

開

さ
 

れ

た

彼

の

理

論

の

核

心

は

、

資

本

の

証

券

化

1^
冷

3

:.
; 

れ

る

「

所

有

と

経

営

の

分

陰

」

が

、

:-
株

式

の

分

.散

化
 

に

支

え

ら

れ

て

：ほ

と

ん

ど

株

式

を

所

有

し

な

：い

者

が
 

企

業

の

政

策

決

定

権

を

握

:る
よ
>

な

段

階

に

ま

で

耗
 

展

し

、

し

か

も

；
か

か

る

「

経

営

者

」

の

企

業

支

配

. 

-

-

「

経

営

者

支

配

」

I

は
、

株

主

に

分

配

さ

る
 

ベ
：き

利

潤

の

社

内

留

保

に

よ

り

、

V

自

己

：金

融

'を

行

か
 

ぅ

ま

で

.に
適

化

さ

れ

て

い

‘

と

い

ぅ

点

に

あ

っ

た

。

, 

し

が

し

そ

こ

で

と

ら

え

ら

れ

た

か

ぎ

ヶ

で

の

「

所
 

,有

>
.経

営

の

分

：離

」

.現

象

は

、

.本
*

で

は

も

は

や
 

『

分

離

の

第

I

段

階

ヒ

に

.，
過

ぎ

.な
か

.
っ
た
も
ぃ
の
ど
し

：

_ 

て

あ

お

わ

れ

、

当

の

「

分

離

1—
は

他

の

新

し

:v
>
+要

因

 ̂

の

発

生

に

：
よ

っ

て

も

た

ち

さ

れ

た

「

第
一
一

§

」

'
に

'.
:

.お
：い

^

「

完

成

」

を

み

る

の

で

'あ
る

P

こ

こ

に

新

1>
.
;' 

い

：要

因

と

は

、

：年

金

信

託

基

趣

.
相

互

：信

託

基

金

ン

」
： 

保

険

会

社

な

ど

に

よ

る

、

.
い

'ゎ

ゅ

名

機

関

投

資

，め

：増

-;
- 

:

大

で

あ

る

'。

::

個

：人

.の

直

接

投

資

.に

.
ぉ

い

て

は

形

式

的
 

に

せ

よ

出

資

者

.の
手

中

に

あ

っ

セ

議

決

権

が

、.
こ
こ 

で

ば

：完

全

：に

彼

の

手

を

離

れ

、

出

資

：と

：は

無

関

係

な

:'
. 

機

関

管

理

：者

^

渡

づ

'
て

い

る

。
：
さ

ら

に

*

関

投

資

：の

：
 

増

大

は

、

.株

式

：と

議

決

権

と

の

；

「

分

散

」

：

：

に

.代

る

、
 

— 1
再

集

中

」

を

も

ひ

き

お

ご

す

。

こ

の

傾

向

：は

- ;
丨

,>
;
:
に
.
よ
れ
ば
、：
産
業
企
業
の
支
配
権
が
從
来
の
S

 

'営
者」

か
ら
投
資
機
関
の
；管
理
者
に
移
行
し
：つ
つ
あ 

•

る
こ
と
を
示
し
て
い

'
る
。
.

こ
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